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2010年度  研究推進プログラム「政策的重点研究拠点」実績報告書 

Ⅰ．研究計画の概要 

①研究の背景（学術研究、技術開発等の動向や社会的背景との関連性）、②研究目的と必要性、意義、③本研究がどのような点で世界水準の学術的

特色を有しているか について焦点を絞り、具体的かつ明確に記入してください。 

①研究の背景（学術研究、技術開発等の動向や社会的背景との関連性） 

社会生活の安全性に関心が高まっているが、安全性の問題は特に社会の弱者に顕在化しやすい。少子高齢化が進

んでいる日本をはじめ、欧米・アジア諸国において、高齢者の生活の安全性は重要なテーマとなりつつある。犯罪

の増加、食の安全性、地域コミュニティにおける人間関係の希薄化など、高齢者の生活リスクは高まっている。し

かし、どの国も人口構造の転換の対応については試行錯誤の途上であり、高齢者問題への確たる政策モデルはない。

加えて政策や実践のフレームワークを導き出す研究においても、高齢者の生活の安全性の研究はほとんど進んでい

ないのが現状である。もっとも社会保障をベースとする経済的な生活支援や制度の研究、高齢者の物理的移動、防

犯、交通などの都市インフラの整備に関する研究（都市工学など）は、一定程度の蓄積がみられる。しかし、もっ

とも人間の安全網の基本となる、ひととひとの絆（人間による安全網＝ヒューマンセイフティ）については、いま

だ手つかずの領域である。 
しかし、社会学の分野にはこれまでコミュニティの安全性の研究や社会関係資本論、ネットワーク論などの蓄積

がある。こうした知見を活用してヒューマンセイフティに関する体系的な理論モデルを構築し、それを高齢者の生

活の安全性の政策、実践に橋渡しすることができる。それが本研究は目指すところである。これまでも社会学研究

科では「ヒューマンセイフティ研究会」を行ってきたが、本研究プロジェクトによりヒューマンセイフティの理論・

実証の面で研究のさらなる展開を図り、また大学院生や若手研究者の積極的な参加により、参加型教育プログラム

の一つとして活用し、大学院教育を強化していくことができる。 
 
②研究目的と必要性、意義 

本研究は、目下重要な社会的な課題である高齢者の社会生活の安全性をいかに確保することができるのかという

問題に取り組むものである。研究の核に「ヒューマンセイフティ」という概念をおくことで、これまで比較的見落

されてきたコミュニティや社会的ネットワークが社会生活の安全性に果たす役割を明らかにすることができるよう

になる。 

さらに、ヒューマンセイフティを考えるためには社会学の知見だけでなく幅広い視点も必要である。したがって、

本研究では政策科学、あるいは医学分野とも連携を図りながら、社会科学・医学連携型研究をすすめ、当該研究領

域でのフロンティアをめざすことを主眼としている。 

本研究の意義は３点である。 

① 社会生活の安全性の問題を社会学の視点から再検討し、理論的にも裏打ちされた医社連携型ヒューマンセーフテ
ィモデルを開発すること。 

② セーフコミュニティは、もともと世界の各都市に通用する汎用モデルの構築を念頭に置いている。しかし、その
汎用モデル、具体的にはセーフコミュニティの認証の基準となるガイドラインは６指標のみであり、その精緻化

が求められると同時に、北欧のような先進国だけでなく、アジアの先進国（東アジア）あるいは、開発途上国に

も応用が可能な汎用モデルを構築する必要がある。本研究においても、高齢化の進展が著しい日本を、高齢社会

のセーフコミュニティの汎用モデルを構築できるフィールドと位置づけ、東アジア型セーフコミュニティのモデ

ルを発信する可能性を追究すること。 
③ 究会に博士課程の大学院生の参加を呼びかけ、教育プログラムの一環として実施すること。すでに社会学研究科
の 2008 年度科目において「先進的プロジェクト」を設置し、「ヒューマンセイフティ研究」に研究科の枠を超
えて多数の大学院生の参加を得た。参加型教育・研究プログラムの推進という点で大きな意義がある。 
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④ 研究の学術的特色 

 社会生活のセイフティという概念には、疾病や事故、犯罪の他に、失業などの社会保障の対象となるライフサイ

クルにおけるリスクを含めて検討する必要がある。その場合、市民、コミュニティ、社会関係資本、信頼、安心、

セーフティネットといった近年社会科学の領域で成果が著しい諸概念を取り入れながら、理論構築、実践モデルを

構築すべきである。例えば、失業は、大きな社会問題であり、リスクの一つとして取り上げられるが、雇用の安定

という従来型のリスク対応のみならず、コミュニティビジネス、社会的企業、有償ボランティア、ワーカーズコー

プなど、市民の自発性に依拠した地域レベルでの新しい働き方を支援する仕組みを作り出すことが必要であり、そ

れはまた、高齢者の安全やセーフコミュニティ研究の重要な領域の一つとすべきであろう。このように「ヒューマ

ンセイフティ」の概念を体系化し、さらにそれに加えて従来の care,cure,疫学などの医学的アプローチとの接続を

はかることで、これまでの社会科学的なアプローチには見られなかった、医社連携型研究をすることができる点が

本研究の大きな特色である。 
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Ⅱ．2010年度の研究の到達状況 

当初提出した申請調書における「研究目的、研究の必要性」及び「研究計画」に対する2010年度の達成状況を記述してください。 

（※可能な限り、客観的指標等を用いて、社会的に獲得した評価等を記述してください。学外資金プロジェクトの採択・運営・申請状況等も記述してく

ださい。） 

 2010年度は、最終年度であることをふまえ、これまでの研究成果の個人による公表と研究の継続を中心に実践した。具

体的には、以下の通りである。 

 

①各メンバーがこれまでの研究会を通じた討論をふまえた上で、「エイジング」、「仕事のリスクと安全」「食の安全」、

「家族と社会的ネットワーク」「ソーシャル・キャピタル」、「健康・医療」、「メディア」をキーワードにレフェリー

ジャーナルへの投稿および学会報告等によって研究成果を国内外に発信した。具体的な内容に関しては、成果発表

の覧を参照願いたい。 

 

②『ヒューマンセーフティ研究』第三号を発行した。 
本誌は、ヒューマンセーフティ研究の成果報告書としての位置づけも兼ねている。 

 

『ヒューマンセーフティ研究』第三号の目次は、以下の通りである。 
特別寄稿「京都の自画像を描く —歴史都市の可能性— リム・ボン 
特集 ヒューマンセイフティの諸相 
  ・高齢化社会における安心・安全と地域メディア —ヒューマンセイフティにおける安心・安全問題への 

社   社会学的アププローチ 坂田謙司 
 ・私的年金の諸問題に関する論点整理 鎮目真人 
 ・食品企業の逸脱に関する仮説の再検討 —食の安全性の問題 宝月誠 
 ・中学生の「問題行動」に対する「毅然さ」を伴う教育実践の考察 中西真 
 ・職業選好における性別と年齢の「壁」 —『勤労者短観』調査の分析 筒井淳也・土岐智賀子 
  ・The Situation of Working Life after the 1990s in Japan: Individuation in World of Work and Poverty in 

 Social Capital Nobuhiko Maeda 
 

③海外研究者を招聘してシンポジウムの開催を予定した。国際シンポジウム「International Conference at Ritsumeikan 

University: East Asia in Transition」は中国、香港、韓国、イギリスから研究者を招聘し、2011年3月26日、27日と

衣笠キャンパスで開催を予定し、ゲスト招聘の手配まで終了していた。しかし、3月11日に発生した東日本大震災の影響

により、招聘予定ゲストの来日が相次いで中止となった結果、次年度への延期となった。 

  

 

 


